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' ． l*C､めに

TsSの讐及にｲ ‘, 、 自重において各所の針鷺センターを剃用ウ3梯会が増力。
↓てきた。 このような噸合、 翅ニュアルヤ剥用の手引き驚の背掛が弁元に揃えて

あ3と体限ら す．、 不便丘感ウ"る こzがあう。 これ5の背斜力r計算撚内評に財えぅ

艇zおツ 、 ，叉j夢に応L,､ て情報の検索を術‘， 、端末に乏示て"きる E と力v望ま狸5，

さ うに、 ミニ雲アル等に限らウ．､cAエ テ千ストハツ式のものを含めて、 鳥｡識のｲｽ

遵を目的世 した培絃の惜報が計算機に用愈される端合耐増えるて．ぁ3 ぅ。 と“ろ

汐人の備報が個々に計算樺に記録されて 、、 るのて､･ 1よ 、 *'｣用名が自分 1こ麹夢な情報

を憩獅出し正L <剃用ウ 3 こと !ま容易で､､ lまた！, 。 l*たし て、必雰な焔報が､餓える

"Zし、 3のかz､クカ､ を知3こzす う罵騎て． 'よなか3う。

BooKHシステム』＊、 TS5端末のための舟p識伝避を目的世した情報の作飢、 警

醒、剰用キ鮫を牙･X3 tのて､ある。知識ｲ風連を 目的とLた情報と ｝よ、 具佐的に'よ

会誌升ﾂ式う°ログ"ラムて､あり、以媛『テキスト』 xof,1ぐこZ Iこクる。

イロゼに作成［れたテ キストは白ウカ的に組織化tル2、 劇用増l*BooKHの4'1用うムさ

え知っていれ' ､全テキス ト 2通じて焔報検索世蛎ク こ世が‘て、g 3．

BooKHの嫡微

BooKHIな次のよぅ4特徴を持っ ている。

(I) テキスト 'さ、 堆のイ乍成愚にも剃用名にt錫Lみヤすし､鋤聴Yなる ことを堵鬼、

L 、 外ハツ l*少々が，鋤‘， ‘オカ､ろ親しんて､いる 『本』 巡同線に趣貼、 目次、 内客、

索引力、 ぅ成る繊造を満・ て、、 る．

(2) テキストの作成'よ、 BOoK¥．*,W:鮴巣倉鰐によっ て術ク． テキス トにつけら

艇3 キー ッード及恢､索引ば、 BooK処理昂 1こよ ‘） 自動編集と鉦§。

(3) 嫡庭のテーぐを扱ったテキストにつ、、 z 'よ、 内客のｲ士様の入力によ ってテキ

ストを自動企成する。

(約 テキストの目次はインテ”ンテーシ ョ ンをつけて記述し、 こ狸によって吃のテ

キストに倉ま淫z 、、 る概念*8且の階＆湘祝を注勿ク。 こルff目次の階息延。芽,K6

さ らに、 主位概念､のテー 罰について曾力､艇たテキスト中て． 、 下イAｲ既え､のテー乏

憧記塑したテキスト を。＊祇幽ウ Eとが､て、 2 る kクに4つ z ，、 う。 このような閲

イ品は*胤念の階胤繊迄に椛クー連のテキストの半'慣〃災合を作3。
このよクな半'IM序開イボて"緒含’ て 、、 もテキストの臭令'さ－鮫に複鮫絃鍬て､f

3が． 、 端れ堆・れのラ キス トの典合の髄大元'よ、 rINFoRrlATIoN』 ¥。*ぷテキス

トの下位郷急進して記述E狂う．稚→て 、 ウベマのテキスト ！*－つの半‘順序巣

Sz t て孜塊とれる。 テキストINFoRMATION応、 誼の計算様のシステム梢報の

全粒瀬を統合産元す るテキスト となる，

(5)個々に作成されたテ キストの惰熊&組織化ダろため、 テキストの階屑、 g>X

の"6に松い、 テ キストのキ ーヮ ードヤ索引項目 を凧､、 て、梗鷺情報の峠力生
成”テう。 これによ っ て、 全テキスト2通じて渦澱絞紫･噴閉応･塔力1'､9能となる．

(6)梗索情報のｲ乍成･を2'tBooKHが鰔力的に%了うので、 テキズトイャ戒名が検索シ
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スラムの為准を漁識す る必夢が､な、､ 。 同，奇に、 情報帯理の鬼全性力r篠障芭狸§。

2． システムの§鑓ナz概要

2. 1 3"+角針

設計に当 っ て '* 、 テ キスト の作成増 、 劇甲鬼、 滞鰻名の3 つの立場外、 ろ模試す

3滋雰鮎"ある。

(A) テキ スト作成息の立場ル、 うの夢詣

(AI)情級提イズ患 ’*、 惜報処理の専門説z･なし､端合バカい。 ＃たっ て 、 イ乍敬キ鍛献怠
尉に食褐て･ざな1ｹ艇)ざ＊ろ す、 、 新L ,､襯迷向き鵠＆導入す る E zは松脆力1""!､。

(A2) テキス ト更4fe茅に'よ、 イ乍成した由唇を吃のまま泉示ウ §喝令z 、ゑ示さ艇た
Yh塔に開’ て利用名凶の会誌を趣L 、憤報処躍2〃了う場合小"%えう拠る。作駁
した内塔を 「直1画」 と。*〆、 画面'て対して処理を術う こ世を「垣1面の運甲」 x

･ギぷ。國庖の作成に喉’ て ｝さ 作成鬼力l'､血直@'t目で"麺課したか"ろ入力z"さ

§ こ己が．望ま L ，､。

(A3) 画面の運用を術うために 'よ 、作成鬼の雀､図ウ3アルコ･リス"Aを自由に旋現で、

f§陸勇〃Yあぅ。

(Aク チキス ト作尿鬼’よ、個句のテキスト作成に専念､ ；べきZ､、組徽(kに闇↓ て ’よ

特別の述念を ｜よう クベfて"なし､ 。

(A5) 情報提ｨ携渇敞不獅逗〃救世なぅ可能性のあるテキスト （ｨ列えば、 ク・ロク．ぅム

う4フ､ラ ､ノヤTooLBoﾒｲ2用教など） につ、、 で ’よ、 熊単なつマンドによってテキ

ズトの評令作成洲可能て､ふけﾒ,f l ､なるな､､ ｡

(B) 制用名の立婦からの夢鯖

(BI) 全てのテキス ト を通t,' て、棟ｲ仁の一桟性を保つ必夢カト，ある。作成塔によっ て

ィ兄甲十埴祇吏3 こz 'よ私鮎の反固z尿る。

”ラキスト を始めかう解ソ まて･鈴むだ" 'ナて．なく 、 ，必参猴野今のみ蓮出し卵ぺる

乙世力Y,て､$ f4Iケ狸ぱなうない。

(” ぅ イ ブ・ ﾗ ｿｨ史甲斌箪に閲す § テ キストは、龍子ヤゥ との観点､ ォ､ う 、 イ乍取為に

よらす､内容のfク式肘同一て．な’ブ狸ぱ､なうない。

(”嬢蕪したい拳柚ハ､剃用鬼-@'漢照巡し て ､、 §場合に台対応Z,､ きる よ うに、 』二
位概怠力､ 夕詳緬事項へと梗煮をigめる こ 巡力v可能て~なけﾙ41*･ならない。

(”個々のテ千スト ’よ鷺なるイャ成婚によりA曳立にイ窄尿されたfのて‘あるオY、 ＃且蹴

化と堺階胤化包れた全テキストを血（ て質閉応箸を術う渇令、 全緋か"あたかも
一つの情澱派のこ"池〈派易ゎ郷l*"たらなし､ 。

(c) 腎理鬼の立端力、 ぅの要請

(cl) テ キストの作成･吏晃の部舜力v､”う こ Z。

“） テャス トのｲ乍成･愛更に入､ L､て、梗龍惜澱力l'､ 自鋤生成･ｲｳ正と脱る こ 世。

(cツ ラ キ ストの階胤構造を層理L 、幡屑関係にジ危 ↓ たテキス トの作成･愛2を肱

エウョ。 特に、 テ キス ト を滴ムウ 3雄劇|さ、 管理塔にのみ与え5．
(c4) 個4に作成tれたテ キストは組織化世拠、 －つの検驚系を砂ｲ乍3"､ ! 一つの

テキス トの曳更を術う場合、校瀧系金仏に;ﾂ響を与える 亡 世なく該当野分のみ
のｨ､;正ヵY可能て､ある こ と。

(c9椴日のラキ ストイ,易正のため、 更〃流ｼ式￥喉ったテキスト 迅 流のソ ース‘ﾌ師に
ズ噌小"あっ て'よな5本し､ 。
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これらの謬玲を満た すために ’よ、 BooKHに次のよ う娘構遣を与えれ'ざよい。

(1) A2を義′足一ダ ョために、 画面のｲ乍崩と画砲運用のためのう’p7“ ラムの作歳とを

砿立に ﾃｸ。画勧の作戚エ蹄の鴻巣･運用が-つのﾌﾟ。り･ラムz ↓ て蝿准ヅ 3 Z、
う°･ワ・ ぅムの桟道か判りにく ‘､ 』二 、 画面を直接払底ルl" ぅイf戒て､． ［な、、 のT･作が

塔の‘ｷ且"'･非*'こ大き くなる．

(2) AI, A3の夢錯に対L て↓よ、 イ乍成名の褐徳ピダ§ ＞凡用う．･グう ミ ング言鵠を原

、、 3のが髄普である。 Lかし 、 〉尺用倉姥L*ラキズ トの締巣,運用に奉糸固有て"ぁ
3 L*j"のテ．‐タ製．操ｲf, 制御とアルコ” ソズムとして泉呪↓ なけル2ﾉざを5な＄、
世 、、 う不梗ざが．あも。 これ2解決j5ために、 ｼ凡用倉溌t鋤詫:YL 、 滝の土
に固為のテ．‐タ製ヤ，丈を加えた言:2Book を鮫:+Lた．

一縦に#歴鱸犬式tuつた場合のス ‘＃､¥ L て、親倉諾に翻駅↓た彼、魏言発

処盤系かろ出包拠た工う－メ ッセージとf zのフ・ロツ･ラム￥の非整合性〃Yあけ”
うれるが" 、 この欠,＃､ を源ぅため、 画面の模作を単ｨ土と#3FQ#eと 、、 ぅ糟迄を導
入した．

(3) BI , 82を麹たメために、刺用塔の操作命令をB◎。kに争入L 左． 上郡のPa8e
格道'キ 剰用名の操ｲ乍延テキストの桟遣t整合させ§ｲ齢t を も象jaて ！、 3 ．

(4) A1 , A5, 83を蒲虎 ウ ため、 特定の胡迩に対ダ 5テキス ト作厳には専用のサブ・

システムを用い、 肉客の(土機:2進により働衝のｲ乍成を術､､ 、 同‘§にBooKにょ
3運)千' ブ°。7． ラムの生泳t編う． EMIてよっ て 、 BooK文魂をズ｡うまく とちテ
キヌトの作成ヵ1"曾能世なる．

(5) A4, 34，鮎, cZ｣ cf, cとを櫓たすために、 情報幣窪のためのウフ"システムに

よ ってィ固々に作戒酋加たテキストを階屑に＃た‘,半，順廊をつけて登録し 、 §>えの

階胤に罐ぅ校徽情報の地力生淑t術､、テキス トを組織化する 。 同‘矛に、 実桁”
式フ・・7.うム逆ソースク・･ク･うムを対にし て蒲理下にぁ､〈。

(6) CI , C3を＞笛虎メために、 情級蒲硬のためのヅブ､システムは、 帯趨名を隙､、 て

lさBooK コンハ･4ぅを通し てのみア クセス可能Zする。

2.2 ｼﾇﾃﾑの概雰

BooKHT､. l* 、 園l に元タ よ うに全てのテ キスト lネ『 エNFoRHATION｣ Z '、 ぅ殆前の

テキス ト を通大元とする半順序集合の中に組みこ ボ拠る。 「ｪNFoRMATIoN』 の下に

'ま、 各絞のシステム惰報カャ､階舟に縦う半"順序間ｨ卵によっ て蓮・ て 、、 3． ィ劉え1 、
ぅ4 フ、 ぅ ツに開ウ 3テ キスト の階屈、 。ぐ

|INFORNATIONI _ .､、 ． 幻、坐 ＝‐ ‐ 些 一 ． ‐珪口 型, 皇 ．－ － ‘
ンド､にMヅ 3テキ ス トの階月、触肖用テキ

ス トの階屑￥力'"唇在する。

テキストの画働瓜仙"遅用ソーズプ･ログ､う耐詩趣"聯祁”
戸『い‐ズr

INATHLIB|

ス零

テキスト編集
サク“ソステム

テキストの綾瀬

z"F"尺〃47Zo"

"β剛RYと吃のチ位

どり〃"4凡〃と端の下位

Fア"cA7Zo〃と功の下位
ク

C

a

Book〃エテーィ タ

ラ，iｸｰﾗ リエデ
コゴント”エテ､4

8ook豫サブ“シズ

型
タ
宛

図I テキストの階ﾉ§ 愛I テキスト と編集システムの対応
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Aの作成･食更を術ぅ

ために、 上I に糸ウ

テキ ス トの維瀬に対

"､ l てテキス ト賜巣

サブ“シズテムカVあ3．

BOOKHエデイ タ 、 う

･イプラ リエテ" 4 タ、

フ ミンドエテ"4 1 1*

テ キス トの向署の4上

橡記遮か5、 没乗用

曲面莚瑞のBooK に

よる遅用う’ログラム

キヌ ト作成を桁うを

図2にウフ“シズう

て4f/fLkBooK フ・

升シ式テキストが生戚

素情報の生成力'"箱わ

に登録を滋、 作成息

"、 （土樺の笈見に爪、

刺用晶 lさ、越糸．

で､ て る し 、 噸目常引

ス
ト
作
成
，
変
専

-テキストの属性（著者・題

一ソース7.ログラム

ーテキスト間の参照表

名等）

図2 サブ．システムの照ｲボ

テム I*、 cAI¥激高用数〃テを生成ウ 5 ． BooKEサブ．シズ

のて“あう。I)

ム暇のﾅ骨報のう鬼狸を未ゾ 。 テ

p ワ、 ぅムゼDooK コ ンパろ う

ざ艇､ BooKH乏ネージャに択

艇3． BooKて"部遮L 左ソース

41"4文様の食史倉緬ク喝含にテ

ヒ“てテfストの変更茄蛎われ

箔名殆‘ キー ワード･yによっ

ドよって必幕な惰級に対ウ 3

キス ト綿農サ ブ．システムによ ・

に入力す § こ とによって、 要イテ

リテキ ヌ ト の災令への登録、桟

プロ7”う ム# 3ook〃ゴネーシ” ヤ

キス ト鰯臭ワプ､システムに波な

3．

てテキストの校索を右う こ z 嘗

箇閣庇､篤き術ぅ と とぎ て.f3 0

3． 運用記述§鵠3．．Kと そ ‘-'知姪累

3． 1 特謝競

3。･KIさ、 X'l l忌イヤ成さ鰹た画面を綿果し運用するための噸趣向も鵠て"あり 、 次の

顔 ぅな時＃数t持って 、、 3 ．

(1) 記述単位『P"3e』 の嘩入

テキスト作成鬼に っ て I*、 4'l用箔にヤ断ざ艇3 こ Yなく維統し て泉示した

！、 ‐遅の画面ャ、 4'l甲名越の会齢t術ぅための令綿を 力1･あう。 このよ うな一連

の運用麓、述↓ たフ・ロク"ラムの単位を 「PQ$e｣ Z妬イオ 'ケ 、 r P"8E"LeL」と。オ'↓”

加うろ礼て"区別す る ． P48eの内抑'き、 フ“レイクネ"タンて"中帥と〆3）人外)*、 イt

患の覧､図に雑ってフ・ロリ" うムに記述t〆た通りに運用と艇3｡ P"32の繰りには

〆ゥ"劇甲乃の介入t謡駒3入力促進記§か"鬼兎t泥、 4'l用愚の趣､え､によう操ｲも

命イーF (衣の貝へ),R( 今の鼠を尻%3),B(直i;Iのロへ） 、C ( B次の汲牙、
）、丁 （別‘フ員へ、 圃諏＃入力 す §）、E ( テキス トの実桁継] )、 エ （賓引項目墨

示）一肌"許t〆も。 PQ9eの喋入}よ、作成鬼飢"テキス トの論浬的組み立てを容
鳥に術クためだ'ヶで､『4 、峨述ゥ §よ う に、 う°。7．ぅム記逃の単位を ，I、 さ く し

私 、 テキス ト の卵遮'順〃延綿集恨月を継立にL ，榊入．削沸の塔品と 、 う．ログ、 ぅ

ムの品易さ ‘ ：＆速の瀬；2K執､細き鵠陞の軽合性を目指し た＃のて､あ§，

(2) テキ久卜の記述’'|”、締臭'|鯛、 実蛎‘順/＄
Book了･;Zift だ フ・ ログ･ うム ！さ宣詫P、 目次評、 運凧評力、 ろがる。 運用評l*

Pajeの果象 ソで､あぅが、 PQ:e*g互襯の記述帳/↑はｨ土竜､ で． 、 テキズ トの縞集個順舟
辿 '#誤聞係て"あう。締臭‘|賊'*月次評に:邑述ぎれたPaJe(alelのml鱸に催う。 テ
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一

ヤ ヌ トの吏嫡!'IMI*#|l用息の

蝶イヤ命令で一決f3 ． 糸‘1用鬼餅

&"n､ 5P｡3eを進めて 、、け ’ ‘

テ キズ トは目:ズ通シ ’て実術さ

〃3．

(3) 階舟機遣の導入

PQ9e lf4ﾘ用愚脆悩ギ＆提ｲXゾ

3隙の蝿だ.の単ｲ立て､ある． こ

の論理銅組み立てt8月雄にす

3ため、 目次評には綿典恨〃

のみて･を< 'Q$eの階屑朗祝を

も記塵す る。 Pa8eの記述:Pで、

他のテ キ ス ト ＆ ・キ級･仏 （ たブ烏

合1k、 虎のPQ8e lさ。キ仏．出し た

テ キスト向のPQ3eの上イ血概念、

となう。

(4) 脇含溌升ﾂ式の採用

画勧の運用記述に潅（ て 、

テキストイヤ威鬼パ減馳底アル

ゴソズ､ムを水火の褐愈とタも

：認て"倉由に記述ブ る こ世力Y

て. r るにぅに、“存の;凡用倉

諾世貌言諾と し ， 苑の兵にテ

キズ ト作求に回為吸テ．－’壁、

操ｲf， 剃獅＆鎚述ウ 3ための

娩現&イオメ｡ ↓ てS;:3｡。Kを柊
成す る。 BOoKク・ ロ 7" ラムと瓢

：詔に獅訳L たう．。 7． ぅムY

の師の推進的な整合性tｲ県っ

ために i*、 Pa3e単位で一つの

予航tを松縦す る装 うに翻駅

ウれlざよ 、、 。

(5) BooK I逗固右を丈

沖。Kに ’よ腹2に束ウ よ クな

固為のテ．＝ブ型、 テ"－タ操作

叉、 制聯r文が､あ§･

一
デ
ー
今
ｙ
型

備 る理允

ＬＥ耶
町
綱

Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｅ
Ｒ

Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
Ｇ

Ｅ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
Ｏ

Ｃ
Ａ
Ａ
Ｔ
Ｒ

Ｓ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
Ｐ

良薗沿の宣言
pagelabelの官有
pageset鋤痘言
ｨ個人別ファイル,<ｲ疸夕､･イヌ称‘f(3唖歎の､亘君
ﾃｷｽﾄ中で作成.篭更.虞竹する/°ロ7"ﾗ人外つり宣壹

｜
’

祇漁イド ア"－ノ リ塾‘-ア嫁作文、
CONTENTS

ENDlONTENTS
J[MP

INSERT

ONBREAK

1

1例題永照
SCENEXI#PAGELABELﾇIJPAGESET
PAGELABELヌl生PAGESET

巍者諾のラベノレ

SCENE

稚敷(行),整萩(ヴノ
諺狭(秒）
SCENE

SCENE

順

月
う
げ

＆
傲
表
外

DISPLAY

ERASE

HALT

HINT

友 MATCH

７
口
７
尋
ム
作
成
－

６
口
凶 ｌ

Ｊ
ｊ
Ｊ

了
亨

、
１

文
虹

ノ
ロ
Ｊ
／
〃
綿
招
認

灯
煽
悔

ノ
ノ
ノ

岨
岨
岨
醐
叫
畑

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｇ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

NEW

PUT

GET

nF1､頂T頂

LIST

RUN

ｼ入テムルノvﾊ'ﾗﾒﾙﾘ,

ﾃｷｽﾄ乃暁彦茄］

ﾗﾔｽ}f[,粥贈弗］

搾
令

SYSTEM

BOOK
一

BEGINBOOK
I

ENDBOOK

fa BooKに回冶な丈

１
２

Ｔ
Ｔ

ｊ

Ｅ
Ｅ

壁
砒
陀
庵
庵

〃
４Ｐ

工
く
ｊ
ｊ

Ｈ
２
千
千

匹
訂
や
循
抑

Ｅ
Ｓ
テ
テ
ホ
ｊ

Ｋ
２
Ｐ
ウ
ウ
タ
ウ

Ｒ
Ｅ
″
ホ
ホ
ワ
ホ

Ｔ
②
〃
』
ン
ン
ク
、

◆

１
４
１
今
令
争
ク

Ｒ
Ｐ
Ｐ
Ｘ
フ
フ
ケ
ン

″

〃
，
Ｅ
３
千
や
シ
ミ

Ｂ
２
１
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＊
セ
ヒ
ル
、

Ｉ
Ｔ
ｘ
Ｅ
３
Ｒ
今
く
ｔ
く

》
雨
睡
恥
函
１

皿
諦
正
巳
岬
１

幽

湘
Ｎ
嘩
乙
訂
鮨

０
Ｐ
Ｓ
Ｒ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ

Ｋ
Ｉ
Ｌ
ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
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Ｔ
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Ｎ
Ｒ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
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Ｅ
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Ｅ
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Ｎ
Ｎ
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匪
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エ
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所
酬
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＊
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Ｃ
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Ｓ
ｍ

Ｇ
ｉ
Ｏ
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Ｐ
ｔ
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ｒ
ｌ

ｔ
Ｏ
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ｕ
Ｏ

配
ご
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ｊ

叩
Ｕ

ン
Ｏ
Ｒ

サ
ｔ
ｒ

イ
ｅ
ｊ

ケ
ｔ
囚
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イ
ｎ
ｓ
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ヶ
ａ
ｎ
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ウ
Ｕ
ａ
Ｙ

卜

Ｒ
〃

Ｔ

叫
雲
唾
。

く

駅
Ｕ
ａ
Ｓ
Ｑ

ｇ

ｌ
Ｐ
ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｒ
Ｓ
↓
Ｏ
１
Ｒ
ｏ

Ｅ
Ｔ
Ｔ
１
ｊ
Ｄ
Ｐ

Ｔ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
１
ｇ
Ｊ
Ｒ
塵

Ｐ
Ｅ
Ｅ
，
，
，
＊
Ｅ

Ｒ
Ｔ
Ｎ
Ｙ
６
ｔ
，
Ｎ
Ｙ

酬
卵
匪
岨
画
師
幅
脂
四

Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｔ
Ｎ
Ｄ
Ｒ
Ｐ

１
，
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｒ
ｔ
Ｓ

剛
、
、
賑
、
匪
圷
、

＆

＊
。
。
１
今
。
。

＊
三
１

匪

水
回

ｃ
ｃ

program？’／
’）

3.2 記述例

m3 1*FORTRAN t親倉語エヅ

3BoDKの記述〃'1て、あ3｡ BooKう･

ロクⅧ ぅムはDE"NBooKえて"始象

ソ 、 ENDBooKえて-鰐3． BE41N

BooK文中のHATHLIBIさテ キ ス ト分

P1B:mOKSTRTISTICS
日1,BOOK

33 BooK'°ログ、うムの例
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A.TAKEUcHIは患堵始を没勿上 、 これろの↑骨鞭l*鰹鑪累を過L てり｡｡KHマネージャ
に救酋狼．梗索ナ6報の一郭逆な5 ． 宣畠丈のPRoqRAM I*、 PRoGI と 、、 ぅ殆前のう。

ログうムを作成･総エヌ ’よ吏蛎ウ 3 C とを元ダ。 この例て" 'よ、 EXI と殆狩けたPQ3e
ヤイPRo4 1 の更イ了飢"術われ3° 目 >え評の冬術l* . 8次に内･えで 、 左端に目次の階

＆を没わすためのインテⅧンテーショ ン逆な、 あ端に乾の目次の運用と誕逃↓たPa
3eのPa3eい‘cL23 < ｡ 一つの兄出しに対久､ ゥ 3Pq8e(44el"1､'湖数個ぁ§場合!ょ、 ま
【めてPQ3eseta#を ウ 3． 2出 ↓ に対/を､ タ る画⑤の建用飢・単に一画面を擢示す る

R. lナ雁う ’ざ、 PL:elabetのバツに哩櫻画壷あを省く。 この煽合）よ運用を『'よ不要と腹

3 ．例越中で" l*PSETl uPS&TZが" PLSeset， PI , P2は画面たて"あう 。 P"3eset置き中の

P3, P+14画面あて“あ3・ E1 ， E2 13 P"JeLQも．LEメノ , EX2のヤて･運用包れる凸面光て･あ

も。 PIO と 、、 クPa32て､. lt ， s耐TISTICS辺 、、 う ラ チス ト妬のテキスト を。*執､‘出す。

3．3 BooKコンパイ ラ

BooKコソハ°4 ぅ lま炭2にぁ3 ょクなDooK文を錫言窮に翻訳する子のて" 、 ＞xのよ
う底機能ｾｲ*えて 、、る。

(I) 8次によるペーシ"の総巣椴能

ソ ースフ・ロ7“うムの目>ズ号Pに記述芯涯たPa8eset,P43e("Le(,画⑤糸に角数t21

ソ 当て、 この凝享を甲、、 て目次働迩を作成し 、 41用箔力l.､ この嗅数を措定する逆、
対応す るP49eの運用が．館まる よクに目的う°ログ"うムを生蕨ウ る ．

(2) 鴬引項目の自動綿巣樹能

画面ｲ乍敬6fに、 画勧の恩+生と L て作ら飯た撚引噸目を臭め、 負数と対応､ ＆と
て辞曾卜|貝のインテ" ヅ クス画面をイf成す 3．利用名ヵl"語句を噸!、含ゎせた煽合'求
こめインテ" ．， クス ッズ ト を鴬引上 、該当屑を"の‘鋪､ ？"の細用箇に虞ざ換えて
義示L 、該当員‘-》運用ボ撰了 L た8f点て“ も￥の鴬に〃§ような目的フ｡。 7" ラ ム
2イ乍3 ， 層況うの常引項自ば目次の砺屑、 貫激、 下位テキ ス トの有需､ と共に 、
8ooKHでネージ､ やにｼ度さ艇る。

(3) 喪術噸〃校負機能

テキスト ‘､喪イ了叩',@ '*、 イ色のテキ ス トの｡キが出 し を跡けば’ 、 目次評と ． 運嗣
：ドヤのJUHP文・ エNSERT丈て鶴継がされる連締り"ラ フ によって表まう 。 このク･ ラフ
檎遣'よ処唾鼎､によってﾀ"ｸ され､ 罵限ﾙｰ ﾌﾟｬ}仙立点が、校仏t狂3．
金2のBooK丈に炉るイ色のテ キ ストの。*＠A~& L I*BooKHマネージ･ャに通知され、

チ千〆 卜 Pタで"‘-)ルー フ．（校食され3．

4． ラキズ ト綿災サブ､システム

縞巣ウ

フ°ログ”

コントﾞ

キスト

た運用

タ、 ゴ

一
了
い
‐
ら

用
”
テ

ステム 1t 、 段示

の記述を術う香

4 タ、 B"DKE'

のための画面及汰索引項目のイセ戒、 BooKk

のて．あり、 BocKHエテ" ,f 7 , ライフーぅリェ

ブシメテム欝力1.あ§。

シ
ム
ニ
ノ

フ
ー
フ
エ

4. 1 特徴

(1) BcoKHを為鋤に

て、、を ’ナ狂j ､なう

イRmZ･､ こに位置タ

を返位概念のラキ

す るために 'よ 、 テキス トの牛 ''慎序開係ｵ､榔愈

を 、､ 。 モの急凍で" 、作敬老は自令の作3テ キ

3 の力l"睡舎過当かを炎， リ 、 イド成｛ たテキスト

ズ ト の目鼻欠紳て"梢たて"tなけれIざ．なるな、、 ．

の階層と
ヌ ト ヵ1"半

を。ヂM、出

従っ て ‘

対八, L

'‘|鰄閣

タP":e

テキヌ
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て"なく 、 BooKHマ

スを持つ。

さ菰マ 、、 3 ． L か

ての織能を女。3，叉‘、

、 こ こ ･T"縄介ウ ョ

系胸倉‘->ｨ丈椛か§

のテキスト の綿臭綴能を持った．け

の崎屑を辿3尺めの4ンタフェ 4

卜のi@速力l"ヨ能で"あるよ クに駿計

ト セイヤホウ 3のマ．あれ1ざ8。｡Kの全

･グぅAを 当然画一的なwｼて．よ ‘、

テ キ ス ト綿県サブシステム辺"、及

鋤6りにイf〃ウ 3 ．

縄県
･盛

一ン

BooK

、 p

l**

l$ こ

⑪エ

システム

の閉lこ う

!＊〃操を

テーマの

作成す る

ｼを閉迷

う。ロク” う

I求一

キス

ラヤ

テ キ

DooK

セキ＆

ムを

ト

ボ

ツプー

ヤ と

きき蚕
つ｡ロ

ー酌

< 、

のよ

運用

●

っ
卜
ス
ズ
プ
、
フ
ノ
目

(2)

し
毎
ヶ
の
画

+.2 BooKHエテ"4 7
BooKHエテ" ヘ タ ’さ 、 テ キヌト災合の最大元て．あう 『ｴNFORHATｴ。N」 と 、、 う免嗣の

テキス トの編臭を術ク。 息のラキ ス トの由零'よ 、画面の汲示、 下位テキス トの｡f
ぴ仏 lのz他餓のPa9e ハ、 らて“ き て 1， 3． BooKH エラ、 バ タ ’よBooK乞一 ド、 と画面E－

ドのZ→かぅ成ソ 、 次の綴能2持っている。

(1) 3．．K毛一ドの桝能

目次の作赦.追加： 目次のイ ンテーンテーシa ン激、 8 ＞え、 タイ人､ す るP48eの肉客

（○面姫束月、テ 子ス ト 。キ領‘出 l 力､） 世楕足’ て、 8 ＞えの作戒を術ク 。 画⑰捉示

を褐之Lた端合、 エテ､ イ ダ ’よ画面モー ド､ になり ．対jt､ ｹｮﾛ画のイ仁威を桁う 。
テキス ト 。f領幽 L の端令に l#、 。ﾁ低"出すう千スト妬、 吃のテキス ト の艫臭に甲
いもサブ"システム妬t指定ウ 3． 8次にタイ入"す胃違願う．ロ ク"うム ’永倉〃的にイド
版乞艇3．

目次の笈吏 ： 目>史のイ ンテ・ンテーシ，ン激、 タイ トル、鴻巣，順序の愛直をバヌク。
テ キス トの登録：覆録を滑走ナ3 と、 BooKコ ンパ4う&｡＊仏"出L実外了鋤式テ

キヌト 、 ソーヌフ･ロリ・ うム、校紫怜繩の登録を術う，

イ色のテキ ス ト綿巣のためのヅフ･システム．f仏"出し ：対人､ す るPa8ejl."のテキ
ス ト。チ啄仏 ｛ て、ある 目次の一つを指定L 、 功のテキス トの鍋災服始をキ§た＃3

世 、 あうか↓･ぬ登録世狸て 、、 たテキス ト締典用サブ．ジズテムル'､｡*‘‘､鼠と〆3．

画⑤モ ー ド､へのモ ー ド愛2 9画面淡禾の目次の一つt相良↓ 、対座､ す る画画

のま更のために画面と一 ド､に食2ｹ る。
(2) 画面モードの機能

泉元用画面‘-》作戚･愛2 ： テ ヂス トエテ"4 タにドリ 、 画面のイト成・愛直を術う°

繋引噸目のｲﾔ成・笈2 ：画釣の息惟となる藻引噸目のｨ城･盈里を術う。

4．3 うイ ブ“うりエラ“ イ ツ

ぅイブ"ぅリェテ" イ ダ l*BooKHエテ． バグの下位に位僅L てあ､ ツ 、 丘NFORHATｴ｡N」
力､ ろp*ｨﾊﾞ鼠さ娘3テキ ス ト「 LIBRARY｣&執､端の下他にあ3テキヌトの作歳･､更を
網クfのて"、 フ｡ログ“ ぅムラィ フ、 う り説圖月のため‘フテキス ト をキ且う°
このエテ． 〃 タて．扱う ラ キ ス トのPQ8cの向罵l*、 画約の患元、 下位テ キス トの｡f

恢世 （ 、 う・ログ"クム ライプ"う りの跳明世ｲ列蝕捉緬の3雑瀬て"ある ．
ラ イ ク”うゾヱテ"人 タ 1キ、 DooK王一ド、 画面モード、 “櫛入力モ ー ド、 管堰f－

ド、 の半っのモードt潤って、、 3． ，･｡Kモー ド． 画酋モー ト、の樹能ばBo@KHエテ イ
グ進＞叉の臭を?ボ､、て同繰て．ぁ3． ゥなわち 、 DooKHエデ･ ハ グ て･､ jキ 、 イ世のテ キ スト
鵬巣のためにウフ"シメテム。j蝋.脳 l を〃了った螺に下（血のエテ" イ グ洲"｡*1ポ脈3のに
殉し 、 ラバ フ" う ツエテ､ 4 タで'よ白う61力1.,キ1ざ狂3．
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(I) イエ様入力モード‘->機能 Sequence一一CRLLSLRKT(FN,×g,YB,HH,NS,X,Y,IERR)

このモード1＊、 うバ フー う りの′は e×planatlonmethod----ルンケぷﾜｯﾀﾎｳ

様入力から画⑤逆通用う．○グ ラム 。bJeCt---=1ｶｲｼﾞ○た.ﾌﾞﾝﾎｳﾃｲｼ牛:ｼﾞﾖｳﾋﾞﾌﾞﾝﾎｳﾃｲｼｷ
■も

anSu堰r－－カイ

を生成タ 3． 園4)さ（土緑の入カィタ1 supplement=9'ﾖfn(×"U)ヲシｺｷｼﾞｮｳｹﾝUo雲U(×｡〕ノモトデトク。
paran鱈ter

で．あり、 下線ｲｷr l*計翼椴か5の －FUNCTxONFN

…'鶚諾制ｲﾃｲ等.。出ハを示す。 se8ue71ceに'さ｡f杁"出、 L XB
exE｣anation-xノシコキチ。

*''IWt、 eXPLQ')Q七｡､にI*"8月を入力 Ye -RERL,ｪ1個｣T,Uノシ画ｷﾁ。

す § ・純､、 て 、 se8Uen蝦入方'忌綻っ ：

てパうメータカ'.､患示されるので"、 ． －ｪNTEGm,OUTPUT,ERRORINDICRTORエ雰

吃淑吃"加の型、絃瀬、説明を入力 condition-NS>9, 1M<>6error indiCator XERR

ゥ 3° C。捌山ff｡伽はｨ2用灸イキt永；。 エEm=6，ｴﾗｰナシ・
エE頤■－1 ,NS<=g

rarQ銅efer0->;X｣8月&ERRoR IN'zcAT｡Rz FR
remarks

したfのにっ､、て 'よ． 溌の髭.床を

入カタ3． ノメ下 、 生遥’學瀬、 多照、
+綿r 、 イ乍戒鬼t入力す3． ex…

P(e -z" Iき、 イ2用ｲ列と嘘の説8月t亭え

FN(X"Y)

RN処FN

ngEEsarUrcutine-FUNCTnecessarUrQutine－FUNCTｴ卵

ＥＴ欧一
一

、
ｎ

Ｏ
Ｏ

－
ｉ
ｌ

ｔ
ｔ

ｅ
ａ
ａ

ｎ
Ｆ
ｒ

●
ｌ
ａ
ａ

全
ｔ
ｐ
ｌ
１
凸

ｕ
Ｃ
Ｃ

Ｏ
ｅ
Ｅ

ｒ
‐
ｄ
ｄ

ｕ
〕
ｕ
】
ｕ

ｒ
ｒ
ｒ

ａ
ａ
ａ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

産

産

醒

歴

確

孵

ptheFs－

referdroutine－

authOr－

3． 4f用ｲﾀjの入力は枝用言鵠のザ e×ample
e×planation-LJ"毒×/(U+1)ヲｼｮｷｼﾞｮｳｹﾝ×o=B,uo=Bデトク。

プシメテムを0才弧-出 し 、 功のサブ・ 三
exan中le

システムの下て､う･ロク、ぅム&イ修成 …ENTERTOFORTRRNSUBSYSTENEgg

ダ§ こと |ゞより""｡ "｡DXiiENSIONX(10),Y(19)
seWe侃館Z,､入力 L ホキ綿ゼ先、 。メ ．

■

昨･しα+t･蝿のの､eｵﾙ｡4, .もjectノュ･LsIA'erd->8
丞1弓nmD

認、 sUPPlehe"t中の11 11 て､ )2ん古､認l*、 型'6臼
峯pO卜に

こ ‘->画面'て対す る藻引項目進な3．

図4 ラ』フ、ぅソ/<丈樵の入力抑。卜jectにあうraj l#､ $ に繩<認川"薊
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国台A 図4から作成を涯た画曲23JPI'le,wte｡､tの詔

図4の入力から図3に示す運用

誕述A1"柱求さ狂る。 P"3eの還用を妬うせ 、 13とA, 13tBの泉爪力1"バヨわれ3°蝿め

の貝 'き雛e月の投示て"、 轍涯に狼用例のゑぇと更％了の負力1.総〈。校用ｲﾀ1を喪〃了する
ｫ、 ピ 、、 ク閉､、今わぜにIIYES,! と箸え ると、泉尿さ奴て ､、 もう・・7“ ﾗム （画⑤ｲf

加苛に火力 ｛ たう．ログ“ ラム） 力1． 功の堵て．更緬t"3｡
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(2) 曾翠モー ド．の撒能

se@UGPceZrarQ卒tteyO評分の入力

丹ツ式 ｝さ、 う ′く う、 うソの〃2用倉鵡に

よ っ て累な3。縫って ． こ淑畠の

入ﾊ升ﾂ式 ’きあうか4．めき諾息“ と ’こ

誉録されぅ。 この登録を短ぅの川、

埼堪モー ド､ て･あぅ ・ エ テ､ 4 タを使

う婦合、 品"刀に仮用：蝿の掲定を

術う．

図斗に示したFoRTRANの例て" l*、

Seeuenceの入力舟ツ式Z して 、

9CALL'“,"tc['('(P.ra｡､2fEｹ↑','l')']

AI"鞍録紅淑て 、、 3． sEGUente4》入力

的式ば､ CALLせ 、、 う文字ダ1て"夕8ま

ソ 、 >Xに手総ざんjI"< 3 。 [ ]て”

固まれた評劣 'よ箔鴫可能、 （ ］ ）よ

ノ回以土の線返し、 ↑ ’永牒準し力、

5 d->Mof斤､メ。 茜泌以外の超記

号z し て 、状一を兎メ<･･･ l"､ l ･ ･･ >

41'､ある。

e×ample
9’■×/(U+1)ヲシ■キジ■ウヶン×o=9,Uロ■らデトク。

G1BDZIDISIONX(1B)"Y(1G)

1麺END

ｕ
ｅ

Ｏ
Ｓ

ｕ
）
ａ
《
ご

ｅ
戸
邑

比
例
可

ujanttoe×ecutethispFOgFam？
ans唾r ooYES‘’ or ,'NO'' ．

エERR■

×＝

X■

８
２

ｍ
四

１
２

９
・
・

Ｂ
Ｇ

Y■

Y■

３
２

９
２

Ｅ
Ｅ

６
４

７
Ｂ

Ｂ
Ｂ

９
９

■
●

４
１

図5万 図4力､ろ作鍬包肌だ画面と運用

SUntax… 一CRTR［ファイル:ｶﾀﾛｸﾞ[*:[,op]．．．[,**]]]

definition二二OP::=<<RICIL>(m-d-U) :R:R:S:n:FIRST/name/>
ニニ

functlon－－－''フアイルゾクセイ00"00ｶﾀﾛｸﾞソ寺クセイ“ノヒヨウシ苧。
＝三二二

operand
ファイル －ヒョウシ余ズルヘや千

カmｸ◆ 一ヒョウｼﾞスﾙﾍﾞｷ

百一一
C

ファイル・

カタロクゅ、

au×11iarg
-J(m-d-9):=9ネンd力.シmニチイコウニアｸｾズｼﾀﾓ〃ﾐﾋｮｳｼﾞズﾙ。

4．4 コミンドエラ"4 タ

ゴぐシト､、 エラーィ タ lさBooKH エラ､、 。
●

イクの下4女にあソ 、 テキスト 「ｴN 、
remarks－noﾗﾒｰタｦスﾍ寺テショウリァクズレバUNCヲシティシタト ミナズo

FoRH｣TzoN」か5．*ば､艇3 テキズ ト ＝

rCoHHANp_1K仏．､左の下（血のテキス

トの作成･笈更&〃了うfのて、 コマ
QG

図‘ 。ぐソド他様の>、力例

ンドの彼用惣のテキス トを扱う ｡ gonm.｡d ERT9
functionファイルゾクセイ，カタログやソ争クセイノヒョウジ。

このエテ､’4 クマ"扱うテ キス ト の SUntax CRTR[ﾌｧｲﾙ:カタログ[*8[,op｡…[,**]]]
小ere

P43eのl力宕)さ、 働諭のゑ系、 下ｲ女 。p: :=<<RICIL>(m-d-U) :RIR:S:n:FIRST/name/>
opelaand

テキストの。#.u,､仏 L 、 コ々ンド．の ファィルーーヒaｩｼ･ズﾙﾍ･ｷﾌｧｨﾙ。
力麺ｸ季一一ヒコウジズルヘ寺キカタログ、

説日月の3絃頬て．ある。 ．

、 。ぐンド、 エテ!､4 タに ’#BooKを一 ．
■

ド. 、画面モー ド､ 、 （丈繊入方 毛一ド、 R(nm-U) 9ネンd力.ツ、ニチイコウニアﾌｾズｼﾀﾓ〃ﾐﾋｮｳｼﾞズﾙ。
■

の3つ力'"ある〃1"、 前,塔2つ）よう4 ．
□

7“うソエデ‘ イ タ と周一で"あ3． remarks--ハ。ﾗﾒｰﾀｦスﾍﾞﾃｼﾖｳﾘやｸスﾚﾊﾞUMCヲシティｼﾀﾄ ﾐﾅズ。

(1) 〃上繰入ヵ暹一ド､ の椴能 図7 国‘かタイ乍成酋誕た幽面

司 句 ンド､のイ上様入力 ”、 ろ虚1面￥

遅)ｷ1う．ログ"うムを生成す る。 園‘}さ入文様の入力例て"あう。 ．．． ’よ鱸返L 2弄､す。

避択噸8 1カk港略埼のテフォルト植力'"あ狂lrn !! て"囚t､ 。 大文字鳳仏"§婿'よ淵の
え字自身に念謙ﾒ|"あり 、 ，'､文字、 ガタヵナ!＊パラメータで"ぁ3 ． メQP"itt｡"･z. '本、

5yft鰹メヤのハ'ぅメータのう ち と ち に疋永･ メベf #のを 、 ナ,j"Gtj｡" lC j* こ のコマント、

の説a月を入カジ §。 。fer""､M z･. lさ”仇tQx,"+jniと｡“中の文字列及M" ノ､。 うメー タの説e月
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セ 、 鯵UxiLLQFJ I"甫足説8月をメ 3 ． コ コンド､ああ、 よ弧､､ i…tjo狸中の ” ” て･園んだ鍬'さ、

次のような相対的な晴胤閲杁を符，た索引項目 とな § ．

’ 。ご ン ド､允

2イI』孔ctio舜中の詑

m7 1f lヨ‘を用､、 て作成笹誕た画薗を運用義兎L たずので．ある。

5 3ooKHマネージャ

BooKH 々ネージT' lさ、 BooKHにぁ､け3全ての憤報t管堆l Z", リ 、 コンパ4 う

モード、 テキス l､綿奥モード､ 、 剃用＄モード､ 、 4乍成脇モードのチ許分かる戒る。
(1) コンノ､・ノィ ぅモー ド､の梯能

BooKコ ンパバ ラ かろ う良と淑左ラキス ト糸、 BooK ソースフ°ロク” ぅム、 窟謝祁ッ式

テキスト 、 鬼淵允、趣毛、 索引噸月及ィA,､ 班の採さ 、 キー ワー ド ． テキス ト カI､;)

用 （ て 、、 3イセのテ キス ト の惜級に縦ってテキストの誉錘を術､､ 、校食情級t作

成する 、 同埼に、 テ キス ト剛の＊領閣祝を調べ､て、 ルーフ．を猫見L琴§ を出j・

椎索憤級のｲf厳･変更ばテ キス ト単独憩"術わ狂3．狼・で 、他の#fうに;ﾂ￥を
享ス ダ" 、 テキス ト単ｨ女の更新〃}"3能准膜 ぅに,f点. ざ狂て､、 §。

テャヌ トイヤ〃贈 ’永 足 のモー ト"の為在2趣識ク3於霧l求なく 、 BooKコンハ･（う

のみが． このモー ト“に射す 3アクセス雑を持つ。

(2) テキメ ト綿糸モードの微能

テキスト締象ツフ"シメテムに振ってテキメ トのイ*成､愛児を％通端今に、 コン

パイ ラ モー ド､T､務録さ非した ソ ーースク･ログうムzラキメトの階鬼糟進に綱す§帽

級を肯 'ナ波たjo

(3) 仙用患モー ト"の縦能

テ キス ト梗潔： ラ キメ トの趣允、 ボ息免、雑纈ﾙ'､ 、 蔚淵ああ3 、、 l*越始の辞

曹'1|ハ }てゑぇt狂3．趣光、 考粛ん、 キーワー ト"、絃瀬‘)糸イキを指迄（ て浪示を
制限ウ § こ 並 fて" f 3． ヌ 、 テキス トの緋§開練の戎斤､ #おう。

項且椛索；項目 を梢足す る と 、桟離婚報荊､ ろ鍬ツブ 3課産みフゥ、趣殆、 堵

塔、 難きウ3員数仇’,液示て鯉3． 回8爺にｷ§息L た認の下位の詑力l"患示さ鯉3 ．

趣允、 堵老糸‘ 雑類を猫足し て-我示を細f2;§ こ とをT､､ 3 3 .

ラキストの更術： テ キ ヌ ト校紫に賑っ て畑べたテキス ト tpオが．鮒 ’ て寅勿牙し

た ソ 、 噸9 2指定し マ該当テ キヌ ト を，子秋"典し 、誠省腐2軒劣台ウに更箱する ．
(4)作成鬼モードの樅能

*'l用贈モ ード‘-> テ キス ト校索、頭目校繁の履斤､内各に加えて、 ラ千 ス ト の＊
1M回蚊、 イt版日、 イ'*正記録、 寵引噸目の引用回敬餅の笈示飢"可能巡族ろ。 テキ
スト ‘-》胃'lf4)土、 このモ-F-z"轆跳凧のパスワードを凧、、 マ升了われ§。

6． おわ’に

BOOKHI*大州大学J-)ACoS-6oo

上諾泉示や処理の閉趣尊椎試す

生泳Iさ こ のような俺正･輿桷威を

今峨、 ／{上様記述のえ＞ム、 日

｡f'ｿ弍北とﾃｷｽ ﾄの自動

2堂､舜力1．あると鳥える。

堂に実現セ

,Ri 2 ,点（〃

客烏にす 3

奴

､､

と

て 、、3。

が、記遮

‘， う ,§‘ て。

易：文献

[|]大槻， 古 '･I ， け肉「計算擬端末を用､、た紘育 と歎けの作脱」 イ:羊城報ET77-4Ed
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本 PDF ファイルは 1980 年発行の「第 21回プログラミング・シンポジウム報告集」をスキャンし、項
目ごとに整理して、情報処理学会電子図書館「情報学広場」に掲載するものです。

この出版物は情報処理学会への著作権譲渡がなされていませんが、情報処理学会公式 Web サイトの
https://www.ipsj.or.jp/topics/Past_reports.html に下記「過去のプログラミング・シンポジウ
ム報告集の利用許諾について」を掲載して、権利者の捜索をおこないました。そのうえで同意をいただい
たもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会に帰属する
ことになっています。

プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、この改訂がシ
ンポジウム内部で徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場 (=情報処理学会電子図
書館)で公開されているにも拘らず、古い報告集には公開されていないものが少からずありました。

プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、それ以前の報
告集も含め、この度学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去のすべての報告集の
論文について、著作権者（論文を執筆された故人の相続人）を探し出して利用許諾に関する同意を頂
くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をしたうえで、著作権者が見つからない場合
も論文を情報学広場に掲載させていただきたいと思います。その後、著作権者が発見され、情報学
広場への掲載の継続に同意が得られなかった場合には、当該論文については、掲載を停止致します。

この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長 (tsuji@math.

s.chiba-u.ac.jp)までお申し出ください。

加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますようお願い申
し上げます。

期間：2020 年 12月 18 日 ～ 2021 年 3 月 19 日
掲載日：2020 年 12 月 18 日

プログラミング・シンポジウム委員会

情報処理学会著作権規程
https://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/copyright.html� �


